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　自動車に関する高度交通システムとしては様々な情報提示サービスを始め、近年では自動運転の研究が盛んに
行われています。しかし、自動二輪車に焦点を当てた高度交通システムの研究についてはほとんど行われていま
せん。二輪車の車両の構造や運動は四輪とは大きく異なるため、二輪車特有の研究が必要になります。自動二輪
車（オートバイ）は我が国が世界一のシェアと品質を誇る工業製品であり、世界中で活用されている交通手段で
す。とくに浜松はその産業の集積地となっており、自動二輪車の研究を行うには最も適した環境の１つです。自
動二輪車は、単なる移動手段というだけではなく、身体能力を延長させるような構造を持っているため、未来の
交通社会の主役となるパーソナルモビリティに発展する可能性を秘めています。このような研究を浜松市で行う
ため、高精度測位を行うパブリックなRTK-GNSS基準局も準備しました。

　本研究室では情報科学的二輪車研究�Bikeinformaticsと題して、自動二輪車にセンシングデバイスを車載して、
世界中から二輪車の車体や周辺環境のセンシングデータを収集し、二輪車ビッグデータを創出する基盤技術の研
究開発を行っています。
　近年ではセンシングデバイスが安価に手に入るようになりました。またインターネットは世界中に張り巡らさ
れてきました。そこで当研究室では、情報科学技術、情報通
信技術を駆使して、センシング手法やデバイスの設計、セン
シングデータを集めるネットワーク、集めたデータの集積化、
そしてそのデータの利活用を対象にした研究開発を行い、二
輪車を進化させ、安全性や効率性を改善した未来の交通社会
の実現を目指します。
　高度交通システムには、高精度な位置情報の取得も重要な
課題です。衛星測位システム（GNSS）を使ったセンチメー
トル級測位時代を考慮した位置情報サービスの研究も合わせ
て行っています。

“身体延長型モビリティが活躍する交通社会の実現”
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